
 横手市水道事業（令和２年度） 

〇水質検査 

 １日１回行う色及び濁り並びに消毒の残留塩素に関する水質検査は、一般市民へ委

託している。委託の際に報告様式に臭い異常の場合なども電話をかけてもらうように

して、給水栓の水質管理に努めていた。 

 

 
 



 秋田市水道事業（令和２年度） 

〇施設の維持・修繕 

 管路、水管橋の点検が年 1 回実施されている。水管橋の点検は、一覧にされており、

排雪時期直後となる４月に実施することになっている。排雪の際に水管橋の破損など

影響を受けることを考慮して、時期を選定し、全箇所実施しており、地域の実状に合わ

せて施設管理に取り組んでいる点が優れている。 

 
 

 



仙台市水道事業（令和２年度） 

①コンクリート構造物の点検記録（クラックマップ） 

 耐震診断時に作成したクラックマップを元に浄水場のコンクリート構造物の点検を

実施し、クラックの伸長状況の記録を取り、保存している。今後、耐震診断を行ってい

ない福岡浄水場や配水池についても耐震診断を実施し、同様に点検を行うことを考え

ている。 

 

 

②次亜塩素酸ナトリウムの温度管理（非接触型温度計での管理） 

 次亜塩素酸ナトリウムの温度管理として、貯蔵槽付近の室温管理、直射日光による温

度上昇防止のための窓のブラインド設置に加えて、非接触型温度計により注入機スト

レーナー部の液温を毎日測定して記録している。非接触型温度計を用いている理由と

しては工業計器による温度管理は腐食による劣化が懸念されるためである。 

 

 



倉敷市水道事業（令和２年度） 

 ○危機管理マニュアル類 

倉敷市における危機管理マニュアル「倉敷市水道局災害対策マニュアル（平成 26 年３月策定

（令和２年４月１日改訂））について、以下の取組が確認できた。 

・マニュアル策定にあたり、業務委託によらず職員が直営で「自らが使うマニュアル」であ

ることを自覚し、能動的に作成・改訂を行ったとのこと。 

・マニュアルの内容も、危機管理の主体である事業者にとって真に必要な対応体制などが十

分に反映されており、また、項目ごとにチェックリスト形式でまとめられていることで、

要点が的確かつ簡潔にまとめられ、使いやすいマニュアルとなっていた。 

・本マニュアル第４編「災害時等対応チェックリスト」について、章（第１～８（「初動・対

策・応援要請・応援受入れ・受援応急給水・受援応急復旧・応援水道事業体の撤収・応援

隊の派遣」））毎に各状況におけるチェック項目が整備され、また各浄水場毎に取水・送

水・配水停止の流れをチェックリストともに整備されている。 

・災害時に、職位に関係なく一番最初に職場へ到着した職員がボックス内のチェックリスト

を確認することで、必要な対応を開始することができるよう、各所属にて災害対策マニュ

アルのチェックリストを保存した通称「赤ボックス」を各所属に配置している。 

 

災害対策マニュアル 赤ボックス（チェックリスト） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秋田市水道事業（令和２年度） 

〇停電時の電力確保 

 東日本大震災時の長時間停電を教訓に、自家用発電機の整備に加え、民間事業者が売

電を目的に計画していた秋田国見山第二風力発電事業に出資し、停電した場合であっ

ても風力発電事業の蓄電池から無償で受電できる体制を日本で初めて構築した。風力

発電の近接に豊岩浄水場があり、普段 600kW 程度で運転しており、蓄電池の容量は

5760kWh あるので、7 時間程度の運転時間の確保ができるものとなっている。地域の特

性を生かした危機管理対策を構築した点が優れている。 

 

 



〇水安全計画 

 水安全計画は水源から給水栓までを対象とするものである。給水栓のクロスコネク

ション（クロコネ）は一つのリスクとなる。給水栓でのクロコネを防止するため、地下

水を使用している地域のクロコネ調査を行っており、水安全計画のレビューにその結

果を取り入れている。レビューは給水区域の特徴も考慮したものとなっており、水安全

計画が水源から給水栓のリスク管理に生かされている点が優れている。 

 

 

 



 

 

 



 
 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日野川地区水道用水供給事業（令和２年度） 

水安全計画のレビューを、水質検査計画策定にあわせて、毎年度３月、定期的に実施し

ている。また、水道施設（計装機器等の更新等を含む）の変更を行った場合や水安全計画

のとおり管理したにもかかわらず水道の機能に不具合を生じた場合等には、臨時のレビ

ューと改善を実施することとなっている。（以上の内容が水安全計画にも記載されてい

る。） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 常総市水道事業（令和２年度） 

平成 27 年豪雨災害を契機に、浄水場内の各設備に名称を掲示し、職員の引継ぎ時や緊

急時に向け、浄水場内設備の設置状況が「見える化」されていた。 

 

監視設備 

 

 

  



施設名表示（１） 

 

 

 

  



施設名表示（２） 

 

 

 

  



施設名表示（３） 

 

 

 

 

  



佐賀西部広域水道企業団水道事業（令和２年度） 

○有事に備えた洗眼水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



藤岡市水道事業（令和２年度） 

応急給水訓練として、給水車によるセルフ及びドライブスルー形式の給水訓練の実施。 

 

(1)訓練実施概要 



 

 

  



  木津川市水道事業（令和２年度） 

水道における危機管理訓練の際、市防災部署と連携し住民を巻き込んだ形で実施して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


